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いざく
「

感
謝
」
と
「
希
望
」
の
春

交
通
事
故
や
大
き
な
事
件
も
無
く
、
見
守
り
を
し
て
く

校
長

西

浩
一

だ
さ
っ
た
ス
ク
ー
ル
ガ
ー
ド
や
子
ど
も
一
一
〇
番
の

今
年
の
三
月
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大

家
、
吹
上
交
番
、
地
域
の
皆
様
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

防
止
の
た
め
に
春
休
み
ま
で
臨
時
休
業
に
な
る
な
ど
、

そ
の
ほ
か
日
新
公
い
ろ
は
歌
か
る
た
取
り
大
会
な
ど

こ
れ
ま
で
体
験
し
た
こ
と
の
な
い
出
来
事
が
発
生
し
ま

の
地
域
行
事
や
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
、
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
、

し
た
。
子
ど
も
た
ち
は
不
要
不
急
の
外
出
を
控
え
ら
れ
、

金
管
バ
ン
ド
、
各
種
コ
ン
ク
ー
ル
な
ど
で
活
躍
し
受
賞

基
本
的
に
自
宅
で
過
ご
す
こ
と
と
な
り
ま
し
た
が
、
お

す
る
子
、
新
聞
に
掲
載
さ
れ
た
子
も
、
の
べ
三
十
四
名

願
い
し
た
こ
と
を
し
っ
か
り
守
り
、
今
の
と
こ
ろ
全
員

い
ま
し
た
。
「
や
れ
ば
で
き
る
伊
作
っ
子
」
「
結
果
の
出
て

元
気
に
過
ご
し
て
い
る
こ
と
に
感
心
し
て
い
ま
す
。
保

き
た
伊
作
っ
子
」
本
当
に
そ
う
感
じ
た
一
年
間
で
し
た
。

護
者
や
児
童
ク
ラ
ブ
な
ど
関
係
さ
れ
る
方
々
の
御
理
解

こ
の
よ
う
に
本
校
児
童
が
自
分
の
夢
や
目
標
に
向
か

と
御
協
力
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。

っ
て
努
力
し
、
成
果
を
上
げ
つ
つ
あ
る
こ
と
は
、
皆
様

方
の
御
理
解
と
御
協
力
に
ほ
か
あ
り
ま
せ
ん
。
忘
れ
物

さ
て
、
開
催
が
心
配
さ
れ
た
卒
業
式
で
す
が
、
出
席

や
家
庭
学
習
、
遅
刻
や
登
校
し
ぶ
り
な
ど
の
課
題
も
あ

者
や
内
容
を
縮
小
し
て
実
施
す
る
こ
と
に
な
り
、
三
月

り
ま
す
が
、
今
後
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

二
十
四
日
（
火
）
に
四
十
六
名
が
巣
立
っ
て
い
き
ま
す
。

受
賞
お
め
で
と
う
！

本
年
度
は
創
立
百
五
十
周
年
・
統
合
三
十
五
周
年
の
記

○
全
国
ジ
ュ
ニ
ア
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
春
季
大
会
水
球
競
技

念
の
年
に
当
た
り
、
学
校
行
事
や
児
童
会
活
動
な
ど
様

九
州
地
区
予
選
会
優
秀
選
手

六
年
男
子
一
名

様
な
場
で
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
す
る
と
と
も
に
、

○
南
さ
つ
ま
市
「

日
新
公
い
ろ
は
歌
」

か
る
た
取
り
大
会

市
の
水
泳
記
録
会
や
陸
上
記
録
会
、
日
新
公
い
ろ
は
歌

二
年
の
部
二
位

五
年
上
の
句
の
部
一
位

下
の
句

か
る
た
取
り
大
会
な
ど
で
大
活
躍
し
ま
し
た
。
記
憶
に

の
部
一
位

六
年
下
の
句
の
部
一
位
、
二
位
、
三
位

残
る
卒
業
式
に
な
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
伊
作
小
の
卒
業

生
と
し
て
、
中
学
校
で
の
さ
ら
な
る
飛
躍
を
期
待
し
て

伊
作
小
と
地
域
の
さ
ら
な
る
発
展
を
祈
念
！

い
ま
す
。
ま
た
、
二
十
五
日
（
水
）
は
修
了
式
で
す
。

令
和
二
年
二
月
二
十
二
日
と
い
う
佳
き
日
に
、
多
く

一
年
生
か
ら
五
年
生
も
様
々
な
場
で
活
躍
す
る
と
と
も

の
皆
様
の
御
出
席
の
も
と
伊
作
小
学
校
創
立
百
五
十
周

に
、
そ
れ
ぞ
れ
立
派
に
成
長
し
ま
し
た
。
来
年
度
の
活

年
並
び
に
吹
上
小
・
野
首
小
・
藤
元
小
・
平
鹿
倉
小
・
伊
作

躍
も
楽
し
み
で
す
。
各
学
年
、
お
子
様
の
成
長
の
様
子

小
学
校
統
合
三
十
五
周
年
記
念
式
典
・
祝
賀
会
等
を
盛

は
通
知
表
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

大
に
開
催
で
き
ま
し
た
こ
と
、
皆
様
方
の
御
厚
意
に
よ

り
校
旗
、
校
章
の
新
調
、
優
勝
旗
、
表
示
板
、
テ
ン
ト
、

本
校
で
は
、
「
主
体
的
に
学
び
、
心
豊
か
で
、
心
身

泊
文
庫
等
の
寄
贈
、
築
山
の
整
備
、
記
念
品
の
作
成
や

と
も
に
た
く
ま
し
く
、
夢
実
現
を
め
ざ
す
伊
作
っ
子
の

記
念
誌
の
発
行
な
ど
を
行
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
こ
と

育
成
」
を
め
ざ
し
て
、
保
護
者
や
地
域
の
皆
様
、
関
係

に
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

機
関
の
御
理
解
と
御
協
力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
全
職
員

式
典
で
は
、
日
頃
お
世
話
に
な
っ
て
い
る
皆
様
へ
の

一
丸
と
な
っ
て
教
育
活
動
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

感
謝
の
気
持
ち
を
込
め
て
、
金
管
バ
ン
ド
の
児
童
が
心

学
習
面
で
は
鹿
児
島
地
区
研
究
協
力
校
と
し
て
十
月

に
響
く
演
奏
を
、
低
学
年
が
元
気
い
っ
ぱ
い
の
歌
と
ダ

末
に
は
研
究
公
開
を
行
う
な
ど
、
学
力
向
上
を
目
指
し
、

ン
ス
、
中
学
年
が
日
新
公
い
ろ
は
歌
の
歌
唱
、
高
学
年

各
種
学
力
検
査
等
で
全
国
平
均
に
迫
っ
て
き
て
い
ま
す
。

が
い
ろ
は
歌
の
教
え
を
分
か
り
や
す
く
元
気
よ
く
発

徳
育
面
で
は
優
し
い
心
を
持
ち
仲
良
く
遊
ぶ
子
が
多
い

表
。
日
頃
の
学
習
の
成
果
を
堂
々
と
披
露
し
、
出
席
者

反
面
、
嫌
な
思
い
を
し
た
子
も
い
た
よ
う
で
す
。
ま
た

全
員
の
感
動
を
呼
び
ま
し
た
。

多
く
の
子
が
読
書
賞
を
も
ら
う
な
ど
読
書
に
励
む
子
が

今
後
も
、
豊
か
な
自
然
と
歴
史
、
「
日
新
公
い
ろ
は

増
え
て
き
ま
し
た
。
健
康
安
全
面
で
は
外
で
元
気
よ
く

歌
」
の
教
え
等
を
生
か
し
た
教
育
活
動
を
推
進
し
、
母

遊
び
、
体
力
つ
く
り
に
励
み
、
市
の
水
泳
記
録
会
や
陸

校
や
ふ
る
さ
と
伊
作
・
吹
上
・
日
置
市
を
愛
し
、
発
展

上
記
録
会
な
ど
で
活
躍
す
る
子
が
増
え
て
き
ま
し
た
。

に
寄
与
す
る
児
童
の
育
成
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

伊作小の児童・卒業生として，自信と誇りをもって実行し，これからも活躍されることを祈っています！

い 一生けんめい学び，考える子

ざ 最高にやさしく，思いやりのある子

く 苦しさに負けない，たくましい子

ＣＲＴ学力検査の結果から

全国との比較
教 科 国 語 社 会 算 数 理 科 令和２年１月２２日・２３日に，ＣＲＴ学力検査を実施し
比 較 ＋３．０ ＋１．２ ＋４．４ ＋３．４ ました。

全校の各教科の平均と全国の平均を比較しますと，上の表のとおり，全教科において全国を上回ることができました。こ
れは，本校が取り組んできた研修を生かした授業の充実，日々の家庭学習の取組の成果だとと思います。
しかし，各学年の分析結果から，全体的に共通した課題が明らかになりました。それは，文章の読み取り，表やグラフの

読み取りといった読解力です。読解力は，鹿児島学習定着度調査を分析したときも，課題として挙げられていました。つま
り，学校全体の課題でもあると言えます。その対応として，前回の分析では，「意味を考えながら『音読』をさせる。」こと
を設定しました。
現在，新型コロナウイルス感染拡大防止のために，学校は臨時休業となっています。幸い，本校では，全学年，未履修の

単元は残っていませんでした。しかし，このような長期休業が続くと，学習に対する取り組み方に差が生じ，学力の格差が
広がるのではないかと心配しています。したがって，この春休みは，課題を準備しました。計画的に取り組んでいくことを
望みます。また，その課題に取り組む際に，『音読』の時間も設けてください。声に出して読むことは，脳の活性化につな
がるとも言われています。新型コロナウイルス感染の収束の兆しは見えてきませんが，この休業期間中に，自学の習慣を身
につけてほしいと考えています。



＜主な行事予定＞

４月
３日（金）入学式準備（職員のみで実施）
６日（月）新任式，始業式，入学式

ＰＴＡ監査及び三役会
８日（水）身体計測（1,2年）
９日（木）身体計測（3,4年）

１０日（金）身体計測（５年）
特別支援学級の入学・進級を祝う会
学級ＰＴＡ，家庭教育学級

１３日（月）身体計測（６年），１年生給食開始
視力・聴覚検査（１年）

１４日（火）１年生を迎える会
１５日（水）心臓検診（１年），歯科検診（2,3,5年）
１６日（木）知能検査（2,4年）

全国学力・学習状況調査（６年）延期
家庭訪問（～２２日）

１７日（金）ＰＴＡ理事会
２１日（火）学級委員等研修会，ＰＴＡ三役会
２２日（水）防犯教室
２４日（金）眼科検診
２７日（月）交通安全教室
２８日（火）体力・運動能力調査

５月
１日（金）フリー参観，学級ＰＴＡ，ＰＴＡ総会

ＰＴＡ歓迎会
８日（金）ＰＴＡ三役会
９日（土）避難訓練（地震・津波）

１２日（火）ＰＴＡ総務部会，専門部新旧引継ぎ会
１３日（水）内科検診（～１４日）
１７日（日）ＰＴＡ奉仕作業
１８日（月）耳鼻科検診（1,2,3,5年）

市ＰＴＡ連絡協議会総会
２４日（日）日置市消防操法大会
２８日（木）運動会準備
３１日（日）春季大運動会

※ ＰＴＡ新聞では，４月７日にＰＴＡ会計監査・三役会，
４月２２日にＰＴＡ三役会と表記してありますが，それ
ぞれ４月６日と４月２１日に変更となりました。

※ 行事は，変更になる場合がありますので，各学年の週
報や各種便り等でご確認ください。

伊作小創立150周年並びに吹上小・野首小
・藤元小・平鹿倉小統合35周年記念式典

２月２２日（土），金管バンドの「伊作マーチ」で記念式
典が始まりました。第37代校長野間芳人先生が指揮をして
くださいました。野間先生は，「伊作マーチ」の作曲者でも
あります。

この式典で，子どもたち
は練習の成果を出し切りま
した。1,2年生は，ステー
ジからフロアまでいっぱい
に使ったダンス，3,4年生
は，「日新公いろは歌」の
斉唱，そして5,6年生は，「日
新公いろは歌」の群読と，
発達段階に応じた発表でし
た。会場に来られた方々も，

会場いっぱいに響く子どもたちの声に感動したのではない
でしょうか。子どもたち一人一人に，創立150周年・統合35
周年を祝おうという気持ちが溢れていたと思います。多く
の方々からお褒めの言葉をいただきました。

また，記念講演では，本校出
身の狂言師「山下守之」さんに
よる講演でした。山下さんの夢
に向かって踏み出した話に，子
どもたちもきっと感銘を受けた
ことでしょう。そのあとの狂言
も，面白く，日本文化の素晴ら
しさを感じました。狂言を初め
て見る子もいましたが，みんな
楽しそうでした。

今大会テーマを「ありがとう150年 地域への感謝と絆を
未来へ」と設定し，実行委員の方々と一緒に取り組んでき
ました。今回の子どもたちの発表を聞き，未来への一歩を
踏み出した力強さを感じています。そして，これからも，
地域とともに教育活動を充実させていきます。御支援・御
協力をよろしくお願いいたします。

春休みに入ります
未だ，国内の新型コロナウィルス感染拡大が止まらない

状況のため，臨時休業中に準じて，感染症対策を続けてく
ださい。
御家庭でも，以下の点にご注意ください。

１ 手洗い・うがい・早めのマスク
⑴ 手洗い(石けんを使って)，うがい，部屋の換気をこ
まめに行い，十分な栄養と睡眠をとり，規則正しい生
活をさせてください。手洗いが効果的だそうです。
⑵ 微熱等の症状が出た時には，病院で診察検査を受け
させてください。
⑶ 人混みや繁華街への外出を控えましょう。やむを得
ず外出する際は，必ずマスクを着用するようにしてく
ださい。

２ 学習，お手伝い
⑴ 本年度は，課題を準備しています。一日の中で，確
実に学習時間を位置付け，計画的に課題に取り組ませ
てください。課題が終了したら，教科書やドリル等を
使った復習に取り組ませてください。
⑵ 家族の一員として，家事を分担させてください。発
達段階に応じ，出来ることがあるはずです。家族が集
う時間を大事にしてください。

３ 子どもたちの運動
⑴ 社会体育施設（運動公園等）において，屋外に限り，
散歩やジョギング等は認めます。ただし，大人数での
活動，長時間の活動は控えてください。
⑵ スポーツ少年団活動は，当面自粛をお願いします。
（現在，市で検討中です。）

※ 入学式は規模を縮小しての実施を考えています。出席
者が，入学生，保護者，来賓２名（教育委員会１名，Ｐ
ＴＡ会長），職員となります。在校生の参加はありません。
入学式準備も，5・6年生は登校する必要はありません。

金管バンド定期演奏会

２月８日（土）に金管バ
ンドが，一年間の活動の集
大成として，多目的ホール
で定期演奏会を開催しまし
た。
子どもたちは，精一杯の

素晴らしい演奏を披露しま
した。１学期に比べると，
演奏曲も増え，改めて，日

々の練習の成果を感じることでした。地域の行事等での演
奏も，大きな経験となったことと思います。
また，卒業する６年生へのセレ

モニー，指導してくださった先生
方へのお礼等もあり，感動，盛会
のうちに終了しました。来年度の
活躍もとても楽しみです。

雅楽の演奏

２月１４日（土），特別支援
教育支援員の益滿健太先生が，
知り合いの神官の方々と雅楽の
演奏をしてくれました。益滿先
生も，神官の仕事をしています。
子どもたちは，本物の演奏を

真剣な表情で聴いていました。


